
























































まず、前提として六斎念仏の歴史について見ていく。六斎念仏とは、本来、六斎日 （毎月八、 一四 一五、 二三、




るというものであった。六斎日に念仏を唱えて仏に祈るという慣習がいつごろから庶民の間に広がったか定かではないものの、大阪や奈良に残る石造物から一五世紀には六斎念仏の延命長寿を願う信仰が庶民へと浸透していったことがわかっている。そして室町時代後期 （一六世紀） になると、京都 中心として大阪や滋賀、奈良など周辺地域へ伝播し、六斎念仏の講集団が結成される。これらの講中では、鉦や太鼓を打ち鳴ら ながら念仏が唱えられた。　
京都の六斎念仏が、光福寺 （干菜寺） 系の念仏六斎と空也堂系の芸能六斎に分けられることは先述した。宝暦五

















取り入れた六斎念仏講中は次第に光福寺から離脱していく。 そして離脱した講中は、 空也堂へと属するようになった。空也堂は中世より瓢を敲いて念仏を唱える踊躍念仏が行なわれてお 、芸能を伴う念仏信仰の中心として知られてい そのため 化した六斎念仏を受け入れ、芸能六斎を う講中は空也堂の支配下に下ったと考えられている。　
そして現在、六斎念仏は一四か所に伝承されてお





（１） 概要　本稿で取り上げる嵯峨野六斎念仏は、嵯峨野阿弥陀寺 （浄土宗） を本拠とし、活動を行なっている。阿弥陀寺は、








その後、明治時代後半に六斎念仏の活動は一時中断するものの、大正九 （一九二〇） 年に の表門と塀が











なっている。現在は六歳ごろから入会できるが、かつては 〇歳前後の入会となっていた。もっとも会員数が多かったころは五〇名を越え、毎年入会者があった が、今では数年に二、 三人となり、入会の年齢 引き下げられている。　
会の運営は、会長、副会長、会計、幹事によって行なわれており、定期的に幹事会を開催して練習日や出演依





りのことであり、それまではたとえ阿弥陀寺檀家の男性であっても、古くから生田に居住している家の人間しか参加する ができなかったという。古くからという がいつ頃を指すのか明確ではないものの、少なくとも近世以前から生田地域に居住している家ということがひとつ 指標 たようである。　
先述したように、嵯峨野六斎念仏は明治時代後半からしばらく一時休止していた時期がある。休止前の構成員























楽器は、笛、鉦 （二丁ずり、吊り鉦） 、太鼓 （カンカン、マメダ、ドロ太鼓、
囃子太鼓、四つ太鼓） 用いられ、全曲ともにこれら 楽器による重奏で演じられる。衣装は、基本的に浴衣にて演じられているが、芸ものの演目によってさまざまな衣装がある。
表１　嵯峨野六斎念仏の曲目一覧
発願念仏 念仏曲 娘道成寺 芸もの 越後さらし 太鼓曲
四段 太鼓曲 時雨 芸もの 四枚獅子 太鼓曲
たぐり 太鼓曲 八嶋 太鼓曲 神楽獅子
猿回し 太鼓曲 四つ太鼓 太鼓曲 土蜘蛛
願人坊主 芸もの 祇園ばやし 芸もの 結願念仏 念仏曲
四季 太鼓曲 鉄輪 太鼓曲














































組み、共に練習をしてそれぞれの演目を習得していくのである。一人でも休むと練習にならないので、以前は休んでいる者を迎えに行ったりしていたそうだ。しかし、現在は入会者も減ったため、四人一組を組むことが難しくなって 。どの演目も決まった四人ではなく、そのときにいる出来る者で行なっているのが現状である。本来は子どもの演目である時雨 人数の問題から子どもが行なうことが きず、高校生や大学生が行なってきたが、平成二六年からは、小学生三名が なうようになった。　
六斎念仏の演目の中で、カンカンと呼ばれる太鼓を用いた曲は非常に難しい。表打ちと裏打ちの掛け合いのあ
る「せり上げ」などは、リズムも難しく、太鼓を打つ回数も多い。二人の息とリズムが合わなければ打つことができない。また、 「八嶋」 表打ちが先導し、途中カワ方と 掛け合いが入るがこれもリズムは難しく、さらには太鼓の振りが入るのでそれをこなしな ら太鼓 打っていかなくてはならない。これらの太鼓曲 が練習しているのを見 がら音を覚え、自分 も手を動か ながら打ち方を覚え い 実際に自分自身が打つ時には打ち方のコツなどを年配者に教えてもらい、しっかりと技を身につける。　
このほか、獅子は頭担当と後ろ担当の二人一組で行なわれる。以前は二人のうちどちらか一方だけを交代して、















からなる念仏曲となっている。新盆の家ではこの曲に加えて、八嶋や四季などカンカンの太鼓曲を二曲目に打つ。棚経では普段は表打ちをしな 年少者に表打ちをさせることもあり、棚経でカンカンの太鼓曲を打つ経験を積ませていく。棚経もまた、六斎念仏継承の場のひとつとなっている。棚経が済むと、棚経を受けた家の者はお供えを包み、御礼として渡す。御礼 受け取 も子どもの役割である。棚経の曲は普段一般に披露されること ないものの、そこに芸能的要素を見ることはできず、 〝念仏〟として行なわれていることがわかる。保存会会員も棚経を〝念仏〟として捉え おり、お盆の精霊迎えとして行なっている。　
棚経は、生来から生田地域に居住していない新しく転入してきた家や阿弥陀寺檀家以外の家でも棚経を受ける
ことができ、地域コミュニティの かで行なわれている。そのため、棚経は阿弥陀寺の行事というわけではなく、嵯峨野六斎念仏の行事である 同時に、生田地域の行事であ と言えよう。　
八月二三日の阿弥陀寺の地蔵盆奉納は、地元地域での奉納ということもあり、新入会員のお披露目や新しく習











鼓を中心とした念仏であったが、芸能が主体 なった六斎念仏でも盂蘭盆会の他者への供養は行なわれており、嵯峨野斎念 は棚経という形で現在まで続けられている。お盆の精霊迎えとして念仏を主とした曲を打ちな 地域を回る棚経は、他者供養の“ ”であり、そこに六斎念仏の宗教性を見出すことができる。　（２） 葬式での六斎念仏　嵯峨野六斎念仏が空也堂系の六斎念仏であることは先述し






































念仏の本来の形であった。近世に芸能化して宗教性 希薄化したと言われてきたが、実際には、念仏六斎に加えて芸能六斎を行なっていた講中が、次第に念仏 ではなく芸能六斎だけを行なうようになり その芸態から宗教性が見えにくく たと言えるので な だろうか。　
しかし、芸能六斎の芸態から宗教性が見えにくくなったとは言え、保存会の実態や行事を見てみると、棚経や


















































































（（） 時雨の口歌は長唄 常磐津 「紅葉狩」の一部。娘道成寺は長唄「京鹿子娘道成寺」である。
（
（（） 山路興造二〇〇二「京都の六斎念仏││芸態を中心に」八木透編『京都の夏祭りと民俗信仰』昭和堂、一一七頁。
（
（0） 上鳥羽橋上講中には、仁孝天皇や明治天皇、大正天皇などの大葬に奉仕したことを証明す 空也堂極楽院からの文書が残されている。佛教大学宗教文化ミュージアム編二〇一二『佛教大学宗教文化ミュージアム資料集
　
佛教大学開学１０
０周年企画
　
念仏六斎と念仏のこころⅡ』 。
（
（（） 前注
（、一八七頁。
（
（（） 保存会には空也 人九五〇年大遠忌六斎念仏奉修令書が残されている。
（
（（） 現在、壬生六斎念仏講中の協力 もと、芸能六斎の復活を行なっている。
（
（（） 前注
（、二三五頁。
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